
質問・回答 価値観やキーワード、深堀した本当の気持ち

Q．子供の頃や学生時代、印象に残っている出来事は？

・喘息で体弱く学校休みがち
・学校の人数が多く、強い子にびびっていた。
人の目を気にしてばかりいた
・釣りキチ三平に夢中になった
・中学になって親友ができた
・医者になりたいが、片親の母に泣いて反対された 
・農学部に入るが、研究が好きになれず全農へ就職

・人の目を気にする→人に良く思われたい 
・都会暮らしの違和感、田舎へのあこがれ
・医者になりたかった→人の役に立ちたい想い 
・友達との信頼関係大事にしていた

Q．社会人になってからは？

・朝4時半～19時までの長時間労働。日曜日も出勤
・ワーカーホリックになる
・八百屋さんとの信頼関係
・社内でトップの営業マンになるが、常に自分の利益を追い、弱い立場の
人にも容赦なく優越的な立場を利用

・相手に喜んでもらえることがやりがいに（特に産地から褒められたい）
・全国に出張して地方に住む人にあこがれる
 ・なりふり構わず自分の利益を追いもとめ、自分 が苦しくなる

Q．今の仕事をはじめたきっかけは？

・大阪勤務で大阪商人にコテンパンにやれる。
・書店で中小企業診断士という資格に出会う（別名：中小企業の町医者）
・働きながら資格を取る。学習の過程で大手企業にいたが、中小企業の
立場や苦労を知る

・農家の町医者になりたいと思う（35歳）
・やらないで後悔するよりやって後悔しようと思う。独立を決意（39歳）

Q．今の仕事をはじめて印象に残っていることは？

・独立後、とある講師の講演を見学したとき、相手目線に合わせた講義内
容に感銘を受けた。
・家内から、「あなたの強みは相手の話を聞いてあげること」だと言われ
る。

・押し付けるのではなく、相手が行動するための関わり方

Q．誰の役に立ちたいか？

・家族や従業員を大事にする農家の役に立ちたい

Q．自分だけの強みは何か？

・相手が困った時によりそって話を聞く
・将来の数字を見えるようにする

Q．行動指針は？

・自分が話したいことでなく、相手のための時間にする。
・相手の成長を信じる。
・困っている人に寄り添う。

Q．なぜこの仕事をするのか？一言でいうと？（テーマ）

農家の町医者になる


